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型番：FSC3-X2



①スピーカー本体

②専⽤スタンド

③専⽤AC/DCアダプター

④⾳声ケーブル

⑤天吊・壁掛⽤ブラケット

⑥落下防⽌⽤ワイヤ・ネジ類
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付属品のご確認

お使いになる前に、付属品がすべて揃っているかご確認ください。
⾜りないものがありましたら、お買い上げの販売会社にご相談ください。

① ③ ⑤

② ④ ⑥
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※２�専⽤AC/DCアダプターについて：
  �上記写真のタイプとは違い、
  �ACコードとDCコードが取り外し可能のタイプが同梱されている場合がございます。
  �設置や接続の⽅法に変わりはありません。

※１�専⽤スタンドについて：
  �梱包時、【②専⽤スタンド】は【①スピーカー本体】に取り付けられた状態で封⼊
  されています。【⑤天吊・壁掛⽤ブラケット】を使⽤する際は、【②専⽤スタンド】
  を取り外す必要があります。取付の詳細はブラケット取付⽅法をご参照ください。

※1

※2



設置時の注意

●設置の際は、別紙の設置上の注意点をよくご確認ください。
●アダプターが通電していないことを確認してから、スピーカー本体に電源ケーブル 
 を接続してください。同様に、アダプターが通電していない状態で、電源ケーブル
 を本体から取り外して下さい。
●天井や壁⾯に取り付けの際は同梱の天吊・壁掛⽤ブラケットをご使⽤ください。
●同梱のAC/DCアダプター以外のアダプターを使⽤しないでください。
●本製品はアンプ内蔵型のアクティブスピーカーですので、
 外付けのパワーアンプは使⽤できません。
●フロントグリルを外した状態では使⽤できません。
●フロントグリル上に他の物を接着させないようにしてください。
●設置の際、背⾯の通気孔周辺はスペースを空け、⾵通りをよくしてください。
 通気が⼗分でないと機器が⾼温になり故障の原因になります。

●⾼温多湿の場所での使⽤はお控えください。
 詳細は、当社ホームページ内の仕様部分をご参照ください。
●室内専⽤です。屋外での使⽤はできません。
●⽔に濡れないようご注意ください。
●⻑時間使⽤しない場合は、電源をお切りください。
●電源コードや⾳声ケーブルを折ったり、踏み潰したりしないようご注意下さい。
●⾳が歪んでいる、割れているといった場合は、過⼊⼒の可能性があります。
 その場合は、⾳量を下げてご使⽤ください。過⼊⼒は故障の原因になります。
●雷⾬時は、電源ケーブルを本体から抜いて下さい。
 突発的な⾼電圧、過電流によって機材が壊れる恐れがあります。

使⽤時の注意点

ご使⽤前に「安全上のご注意」をお読みください。
誤ったご使⽤による機器の故障は保証の対象外となります。

安全上のご注意

●フレームを外さないでください。感電の恐れがあります。
●故障の際はご⾃⾝で修理せず、必ずお買い上げの販売会社にご相談ください。
●製造者や販売会社の許可なく機材の改造解体を⾏うと、保証対象外となります。

分解・修理・改造しない
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https://www.hssjapan.com/pdf/audflyx2_important.pdf
https://www.hssjapan.com/audfly_x2/


各部名称とご使⽤⽅法
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3.5mmAUXケーブル差込⼝

Type-Cケーブル差込⼝

電源プラグ差込⼝

ON/OFFスイッチ

・正しく通電すると、スピーカー表⾯の⽩⾊のLEDライトが点灯します。

・本体には⾳量調整機能がありません。
 ⾳量調整は⼊⼒（オーディオプレーヤー）側で⾏ってください。

・3.5mmAUXケーブル差込⼝⼜はType-Cケーブル差込⼝に⾳声ケーブルを接続してください。
・⾳源側はPC・スマートフォン・MP3プレイヤー・CDプレイヤー・モニター等、
 お⼿持ちのオーディオプレイヤーをご⽤意ください。

スピーカー本体とAC/DCアダプターを接続する

AC/DCアダプターをコンセントに接続する

⾳声ケーブルで、本体と⾳源を接続する

本体のON/OFFスイッチをONにする

オーディオプレイヤーを操作し、⾳源を再⽣する

・本体のON/OFFスイッチがOFFになっていることを確認してから、
 付属のAC/DCアダプターのプラグを、電源プラグ差込⼝に接続してください。

１

ご注意
audfly�X2から出⼒される⾳は指向性が強く、
通常のスピーカーとは特性が⼤きく異なります。
同梱の設置上の注意点をよくご確認の上、ご使⽤下さい。

２

３

４

５

https://www.hssjapan.com/pdf/audflyx2_important.pdf


ブラケット⽤コネクタ
ブラケット
M2×4 �⽫⼩ネジ
M4×6 �低頭ネジ
M4×30 �⽫ネジ

ブラケット取付⽅法
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天井や壁等に本製品を設置する際は、同梱の【天吊・壁掛⽤ブラケット】をスピーカー
本体に取り付ける必要があります。
下記の付属品をご⽤意ください。

１
コネクタとブラケットを取り付ける
【Ⓐブラケット⽤コネクタ】を、【Ⓑブラケット】に取り付けます。
下図のように、３つのネジ⽳を揃えた状態で
【Ⓒ⽫⼩ネジ】を使⽤して固定します。

※Ⓓ低頭ネジについて：
 梱包時の状態では、Ⓓ低頭ネジ×２はスピーカー本体に取り付けられた【専⽤スタンド】に使⽤されて
 います。付属品としては封⼊されておりませんので、ご注意ください。

※



スピーカー本体とブラケットがしっかりと固定されているのを確認してから、
本製品を壁や天井等ご希望の場所に取り付けてください。
取り付ける際は、【Ⓑブラケット】の
平⾯部分のネジ⽳を壁⾯に合わせ、
【Ⓔ⽫ネジ】を使⽤して設置します。
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ブラケットとスピーカー本体を取り付ける
３

４

ブラケットをスピーカー本体に取り付けます。
【Ⓐブラケット⽤コネクタ】の平⾯部分のネジ⽳を、
スピーカー底⾯の【Ⓕシャフト】にあてがいます。
先程、専⽤スタンドから取り外した
【Ⓓ低頭ネジ】を使⽤して、
しっかりと固定してください。

本製品を天井や壁に設置する

２
専⽤スタンドから【Ⓓ低頭ネジ】を取り外す
梱包時、スピーカー本体には専⽤スタンドが
取り付けられた状態になっています。
右画像のような状態になっておりますので、
お⼿持ちのプラスドライバーで
【Ⓓ低頭ネジ】を外してください。



Bluetooth接続

接続先機器のBluetooth機能をONにすると、本製品を検索します。
本製品が⾒つかると、デバイス名が下記のように表⽰されますので、選択してください。

Bluetooth機能を初めてご使⽤の際には、スマートフォンやタブレット、パソコン等の
お⼿持ちのオーディオプレイヤーと本製品をそれぞれ接続相⼿として登録（ペアリング）
する必要があります。

トラブルシューティング
スピーカーから⾳が出ない場合、下記項⽬をご確認ください。

本製品には⾳量調節機能はありません。オーディオプレイヤーを操作し、⾳量を調節してください。
■オーディオプレイヤーの⾳量を調節する

3.5mmAUXケーブル⼜はType-Cケーブルが、本体及びオーディオプレイヤーとしっかりと接続されて
いるかをご確認ください。

■⾳声ケーブルの差込⼝を確認する

本製品は超指向性スピーカーであり、本製品と正対するリスナーだけに⾳を届けます。
設置位置や⾓度を確認し、本製品の正⾯がリスナーの顔にまっすぐ向けられているかをご確認ください。

■スピーカーの設置位置、リスナーの⽴ち位置を確認する

■AC/DCアダプターの差込⼝を確認する
本体と電源プラグ差込⼝、ACコードとコンセント、ACコードとDCコードのインレット（接続）部分が
しっかりと接続されているかご確認ください。

■オーディオプレイヤーの再⽣を確認する
スピーカーと接続されたオーディオプレイヤーが、⾳源を正しく再⽣しているかをご確認ください。

上記を確認しても⾳が出ない場合は、お⼿数ですがお買い上げ店にご連絡下さい。
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本製品のON/OFFスイッチをONにすると、正⾯のBluetoothランプ  が⻘⾊に点滅しま
す。Bluetoothに際して、本製品側の特別な操作は不要です。

デバイス名
Audfly-X2�■■〇〇〇〇〇

�

   ■部分：任意のアルファベット２⽂字
   〇部分：任意の数字５桁

Bluetoothが正常にペアリングされると、Bluetoothランプ  が常時点灯します。

ご注意
ペアリングをした状態で、有線ケーブルを使⽤して⾳源を流すと、
有線ケーブルで接続している側の⾳源が再⽣されます。
Bluetooth機能を使⽤する際は、有線ケーブルを接続しないことを推奨します。

■Bluetooth接続時：有線ケーブルが接続されていないか確認する
Bluetooth接続時でも、有線ケーブルで接続された⾳源が再⽣されている場合、後者の⾳源が優先され
ます。Bluetoothで接続した⾳源が再⽣されない場合は、有線ケーブルの接続をご確認ください。


